







代表的な概説書である Social Cognition の第 3版（Fiske & Taylor, 

























年の 2回にわたって行われた調査で得られた 66 ヵ国、117,000 通の質問紙
の結果から成るデータバンクが構築され、これが Hofstede の研究対象と
なった。調査は、性別、年齢、職種などをマッチングさせた上で行われて


































（long-versus short-term orientation）という次元を含めた 5次元のモデ
ルを考案し、さらに抑制的 ─充足的（restraint-indulgent）という次元も











































について、欧米人の相互独立的自己観（independent view of self）と東

















































課題が得意だという傾向が認められる（Kitayama, Duffy, Kawamura, 














































































マの英語論文を発表し（Takano & Osaka, 1999）、高野は単行本も出版
して、文化心理学の通説を厳しく批判している（高野, 2008）。
　さらにTakano & Osaka（2018a）は昨年、新たに 20 の実証的研究（7
つの行動研究と 13 の質問紙研究）のレビューを追加した論文を発表した。




　Asian Journal of Social Psychology では Takano & Osaka（2018a）
論文の後に、4篇のコメンタリーとそれに対する Takano & Osaka の返
社会心理学における文化研究の成果と課題（外山）
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答（Takano & Osaka, 2018b）が続く特集を組んでおり、その中にはい
くつかの重要な論点が含まれている。それについては、次節であらためて
検討するが、コメンタリーは 1篇を除いて概してTakano & Osaka 論文
に好意的な論調であることが注目される。Takano & Osaka（2018a）が、
メタ分析の手法を用いた網羅的、体系的なレビューでないことを批判する

























































































らサンプルをとった研究の例（Schwartz, 2006; Gelfand et al., 2011: 
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